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  本研究の目的は、精神障害者の家族支援のひとつで

ある英国メリデン版訪問家族支援が、精神障害者本人

および同居家族のリカバリーに及ぼす効果を明らかに

することである。 

この家族支援は訪問によって行われ、精神障害者本

人のみならず、同居する家族である親、配偶者、きょう

だい、子どもなど家族一人ひとりをも対象とするところ

に大きな特徴がある。この家族支援は本人の精神疾患

の再発予防などの効果がすでに海外では確認されて

いるがそれらに加え、本人そして家族ひとりひとりのリ

カバリー、つまりたとえ精神疾患や「障害」があっても本

人や家族ひとりひとりが意義ある自分自身の人生の回

復にどのような影響を及ぼすのかについて検討してい

く。ひいては、それらの研究結果から本人と家族それぞ

れの立場に求められる支援のあり方についてもあわせ

て検討をする。   
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